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　近年のネバダ州の教育状況を示す基本的なデータを表 2 と表 3 に掲げる。2014 年度のネ
バダ州公立学校（K-12 学年）の生徒一人当たり教育支出額は州比較で全米 47 位，教員一人
当たりの生徒数，高等学校卒業率はそれ以下の順位にとどまり，前年の全米学力調査
（National Assessment of Educational Progress, NAEP） の 結 果 も 芳 し く な か っ た。
Education Week に よ る 2016 年 度「 教 育 の 質 比 較 報 告 」（“The Quality Counts 2016 
report”）では，同州の総合ランクは全米最下位 51 番目となっている（5）。教員の給料が高め
の割に，教育成果が上がっていないとも言えるだろう。この背景には，同州の急速な人口増
加がある。20 世紀から 21 世紀の転換期には，1990 年 120 万人，2000 年 199 万 8 千人，




2010 年度の間で約 28％増の 437,444 人，2015 年度には 467,527 人に達した（7）。スペイン語を
母語とする生徒が多く，英語の補習教育を受ける割合は高い。









2011 年 アリゾナ州 Empowerment Scholarship Account
2014 年 フロリダ州 Gardiner Scholarship Program
2015 年 ミシシッピ州 Equal Opportunity for Students with Special Needs Program
2015 年 テネシー州 Individualized Education Account Program
2015 年 ネバダ州 Education Savings Accounts





表 2　2014 年度　ネバダ州の公立学校教育概況（K-12 学年）





学校数 658 校（含チャータースクール 40 校）
生徒数 459,095 人
教員一人当たりの生徒数 21.2 人   全米 47 位　　





教員一人当たりの平均給料 56,703 ドル  全米 19 位　　
全米学力調査（NAEP）結果 数学 読解











英語補習教育履修生徒割合 16.3%  全米平均 9.4%  　　　
高等学校卒業率（修了証付） 70.8%  全米 51 位 　　　　　
学校給食減免生徒割合 52.3%  全米平均 51.8%　　　
出典： Nevada Legislative Counsel Bureau, 2017 Nevada Education Data Book,
　　　 https://www.leg.state.nv.us/Division/Research/Publications/EdDataBook/2017/2017 EDB.pdf.　（2018 年 2 月
25 日閲覧）
　　　National Center for Education Statistics, “Digest of Education Statistics,”




ence&ts=Single+Year&tss=2015 R3-2013 R3&sfj=NP　（2018 年 2 月 25 日閲覧）
表 3　2012 年度ネバダ州私立学校在籍者数（K-12 学年）
学校数 192 校
生徒数 20,283 人  公立学校比　4.6%
生徒数内訳
幼稚園 1-6 学年 7-12 学年 無学年
2,963 人 9,844 人 6,735 人 569 人
出典：State of Nevada Dept. of Education, “Nevada Private Schools”











初年度 500 万ドルとし，その後毎年 10％増額される。2015 年度は，5 つの奨学財団が寄付












































⑴　ダンカン対ネバダ州（Duncan v. State of Nevada）
　2015 年の 8 月に，ネバダ州のアメリカ自由人権協会（American Civil Liberty Union, 












　2015 年 9 月にヘレン・ロペズ（Helen Q. Lopez）他 6 人の公立学校生徒の保護者が，州
会計局長のダン・シュワーツ（Dan Schwartz）を相手取って起こした。その訴えは，州議
会での議決プロセスが州憲法に反しており，ESA プログラムは無効だとするものだった。
すなわち，SB302 において ESA プログラムの具体的な予算措置がとられず，SB515（Senate 
Bill 515）で公立学校の予算措置と合わせ審議され法案が可決したことを問題視した。州憲
法第 11 条第 6 項⑵の規定には，「他の予算措置が立法化される前に，�州議会は州内の
k-12 学年の公立学校の運営に充当するに�十分と見なされる資金を配分する予算措置を立
法化する（before any other appropriation is enacted to fund a portion of the state budget
…the Legislature  shall  enact  one  or more  appropriations  to provide  the money  the 
Legislature deems  to be sufficient …to  fund  the operation of  the public  schools  in  the 
State for kindergarten through grade 12）」とあり，公立学校予算の単独にして最優先の審
議を求めている。




2016 年 1 月に第 1 地区裁判所は原告の訴えを認めたが（15），ネバダ州はこれを不服として直
ちに州最高裁判所に上訴した。
⑶　ネバダ州最高裁判所の判決
　2016 年 7 月に州最高裁判所は 2 つの訴訟の口頭陳述を受け，9 月 29 日に一括して判決を
下した（16）。その概要は次のとおりである。州最高裁判所は同プログラムが州憲法第 11 条第
10 項の政教分離規定に違反するとの訴えを却下したが，一方で SB302 にこのプログラムの
利用者数の制限や予算規模等が規定されていないこと，また，ESA プログラム導入に際し，
公立学校の予算措置に関わる SB515 を，SB302 の後に可決成立させたという州議会のプロ
セスが改めて検討された。SB302 は 2015 年 5 月 29 日に議会を通過し，6 月 2 日に知事が承
認している。SB515 は 2015 年 6 月 1 日に議会を通過，6 月 11 日に知事の署名，承認を得て
いる。州憲法第 11 条第 6 項⑵には公立学校の予算先議が規定されているため，後から成立
した SB515 を SB302 の財源措置の根拠と見なすことはできない。たとえ，SB515 が先議さ
れたと見做しても，ESA プログラムの予算措置を含むことは認められない。そうでなけれ






　2016 年 9 月には，すでに保護者からの申込みが 8000 ほどに達し，担当部署が手続き書類
の発送を始めていた矢先のことで（18），ネバダ州の ESA プログラムは実質的な棚上げ状態に
陥った。
　2017 年度の第 79 回議会では州議会の状況も一転し，表 4 に示すように上下両院で民主党
が優勢の中で知事は譲歩を余儀なくされる。2016 年 11 月に，同州では住民投票で有権者の
55％の支持をえて，娯楽用大麻（recreational marijuana）の販売を認めることが決定して








　EdChoice（2016 年に Friedman Foundation  for Educational Choice から改称）の全米調
査では，保護者の 58％が ESA に賛成し，理由としてより自由で柔軟性があることやより良
い教育環境の学校に入れることをあげている（21）。また州議会議員の 61％が ESA プログラム




上院（定員 21） 下院（定員 42）
民主党 共和党 民主党 共和党
第 78 回定例議会（2015 年 2-6 月） 10 11 17 25
第 79 回定例議会（2017 年 2-6 月） 11（ 1 ）  9 27 14
注意： 2017 年現在，下院と上院に各 1 名欠員．（ 　）は，民主党寄りの無所属議員．
出典：ネバダ州議会ウエッブページより作成．https://www.leg.state.nv.us/Session/78 th2015/,
　　　https://www.leg.state.nv.us/Session/79 th2017/　（2017 年 8 月 25 日閲覧）
― 70 ―
は 2017 年度に 4,525 人，フロリダ州は 2016 年度 7,463 人，ミシシッピ州は 2016 年度 425 人
が利用している。（23）
　いわゆる学校選択の自由を保障する教育政策の中で，特に私立学校の選択を経済的に支援
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  The purpose of this paper is to make it clear whether the “education by choice” will 
be financed publicly in the U. S..
  As of March 2018, there are six states whose legislature passed the bills of Education 
Savings Account （ESA） program, what is called, universal voucher. This policy is the evolu-
tion type of school choice. Parents are provided a set amount, which the state pays into their 
debit account. They can use the money for various education purposes such as private school 
tuition and fees, online courses, extracurricular activities, private tutoring and therapies. 
  Nevada is the third state that enacted the ESA in 2015, following Arizona and Flori-
da and the first one to make it available for almost all the students in the state. Any k-12 
student who has enrolled in the public school for at least 90 days can apply for the pro-
gram. The ESA students cannot attend a public school concurrently. 
  The program was expected to start the next year, however, which has been chal-
lenged in the state court. The Nevada Supreme Court decided on the two cases combined 
that the ESA does not violate the church state separation clause of the state constitution, 
but which prohibits the public school funding is used for other education purposes. It or-
dered the state government to make a new funding mechanism for the ESA, which had 
been allotted to the public school education category.
  Although the governor tried again to form the budget for the next fiscal years, the 
political power balance had already changed and the Democrats replaced the Republic in 
the legislature, where never admits the Republic governor’s proposal for the new budget 
plan. Nevada’s ESA program has kept the parents for waiting without the state fund pro-
vided for more than two years.
  In the Nevada’s ESA case, there seems to be a shift of the state’s role in the public 
education. The state has begun to escape from providing the equitable education for all 
and instead subsidize the parents who can reach the adequate education services for their 
children. Some research results have proved this  tendency. The opponents of  the ESA 
still condemn it supports the religious education and fear that the exodus from the public 
schools might lead to the shortfall of their fund and ruin the common public good being 
built there for the society. 
  To avoid the law suit it is desirable the ESA program should be funded through the 
tax credit system for the donation to the private scholarship foundations owing to the dis-
tance between the state government and religious education. The tax credit policy has 
been regarded as an effective vehicle to develop the school choice rather than voucher. It 
should not be the state treasurer but the private foundation that transfers the money into 
the parents’ bank account for the legal stability. 
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